
平成11年5月1日 広報かでな

平成11年度町営住宅補充入居申込者募集

1．補充入居者募集町営住宅

名　　称 �位　　E �棟 �間取り �家　　　賃 �面積 

嘉手納町 屋良町営住宅 �嘉手納町字足長 　666 �A・B �3DK �13，700－30，200円 �50．4nf 

C �3DK �14，200～31，100円 �51．11が 

嘉手納町 水釜第二町営住宅 �嘉手納町水釜 6－14－1 �A �3DK �19，700～43，200円 �65．9nf 

B・C・D �3DK �19，900－43，800円 �65．9nf 

2．申込資格者（入居者資格）

（》町内に現に住所を有する者

②現に同居し、又は同居しようとする親族（婚姻の予

約者等を含む）があること。

③公営住宅法施行令第1条第3号の規定により算出し

た収入額（詳細は募集のしおり参照）が次の基準内

であること。
一　　般　　　　　　200，000円以下

高齢者・障害者等　　268．∝）0円以下

（詳細は募集のしおり参照）

（む現に住宅に困窮していることが明らかな者

3．申込期間

平成11年6月15日（火）～平成11年6月28日（月）

午前8：30～11：30　午後1：（氾～4：30

（但し、土・日・祝祭日を除く）

4．申込方法（詳細は募集のしおり参照）

申込期間内に「町営住宅入居申込書」に必要書類を

添付して嘉手納町役場都市建設課用地係に掟出して下

さい。但し、畜類不備があれば失格になりますのでご

注意下さい。

5．選考方法

書顆審査及び実態調査によって入居者資格があると

認定された申込者に対し抽選会開催通知を発送し、抽

選会に参加した者の入居腑位を抽選で決定します。こ

の入居順位は翌年度の入居順位決定日まで有効です。

但し、抽選会に参加しなかった者は失格になります。

6．入居時期

抽選会の翌日以降に空家が発生すれば、入居順位に

従い町営住宅入居決定通知苔を該当者に送付します。

10日以内に連帯保証人2人の連署した請書の投出及び

敷金（家賃の3ケ月分）の納付をすれば入居可能です。

但し、空家の発生が少なければ、入居できない場合が

ありますのでご了承下さい。

※募集のしおり配布及び問い合わせ先

嘉手納町役場都市建設課用地係（庁舎3階）

嘉手納町字嘉手納588番地

電話　956－1111（内線335）
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平成11年（5月11日”20日）

●運動の重点●

子供と高齢者の交通事故防止

シートベルト着用徹底とチャイルドシートの着用促進

●運動のスローガン

「小さな事　大きくみせて　わたろうよ」

●平成11年度沖糾交通安全年間スローガン

「マナーが光るゆずりあい心のゆとりで事故はゼロ」

平成12年4月、嘉手納町に開設予定の電話に

よるパソコソコソサルティソグ要員の募集がい

よいよ7月1日より開始されます。

詳しい内容については広報6月号にてご案内い

たします。

尚、採用についてのお問い合せは、7月1日

以降とさせて頂きますので、ご了承ください。

＊お問い合せ窓口：コレクトコール106

TEL：03（3255）9801

PCテクノロジー株式会社総務部（担当：野沢、田沼）
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高嶺政助収入役　　　　　　山口柴三郎助役

▲　入塾証書の授与
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平成11年5月1日

集団検診等日程表
（平成11年5月16日～平成11年6月15日）

月FI �縫目 �内　　　　　容 �受付時間 ��場　　　　所 �該　当　者 

5／却 �木 �睦　　煉　　相　　談 �午那19 一一11 �00 30 �町投書欄日割暢室 �町　　　　　　民 
リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午後1 一・一3 �30 30 �」除合福祉センター 　　（4帖） �町　　　　　　民 

操　　体　　教　　室 �午前10 ・一一日 �00 30 �稔合福祉センター 　　（4帖） �町　　　　　　民 ‾＝コニコ歯科健診（1） �宇検1 �15 30 �投合馳セソター �平8nO和月、5月生 

・一一l ��（3陪） �平曲申10月、12月生 

5／21 �金 �1歳6か月児健診（l） �午挨1 　一一2 �00 00 �振合福祉センター 　　（3陪） �平成　9　年 9月～10月年＿ 

5／24 �月 �出　　張　　相　　談 �午前9 一・一11 �（町日陰合福祉センター 302　　（4膳） ��町　　　　　　民 

5／罰 �水 �西区婦人がん健診 �午後1 、3 �30 30 �j総合福祉センター 　　（4賭） �町　　　　　　民 

5／訂 �木 �リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午後1 一一3 �30 30 �≡総合福祉セソクー 　　（4賭） �町　　　　　　民 
軽　　焼　　相　　談 �午前9 一一11 �00 30 �く　町役場保健婦室 �町　　　　　　民 

媒　　体　　教　　室 �午前10 ・－11 �霊1稔合福祉七∴／タ‾ 　　　（4緒） ��町　　　　　　民 

日本脳炎予防接種（l） �午後1 ・・－1 �（X） 30 �総合福祉七∴／ター 　　（3緒） �3－児、71■ 6か月：未■児 

6／1 �火 �東区砧血圧相談 �午前9 、・11 �00 00 �東区コミュニティー セ：／ク　ー �束　区　区　民 

一号／2 �些 �東区高脂血相談 �i午聖貝 �（X〉 00 �東区コミュニティー セ　ン′　タ　ー �東　区　区　民 

6／3 �木 �リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午後1 一・一3 �30 30 �抱合福祉センター 　　（4陪） �町　　　　　　民 牡　　鹿　　相　　談 �午前9 －－11 �00 30 �町役】轟t東経婦室 �町　　　　　　民 

援　　体　　教　　室 �午机10 ・・一一Il �00 30 �稔合福祉センター 　　（4賭） �町　　　　　　民 

6／7 �月 �出　　張　　相　　談 �午的9 、一Il �00振合福祉センター 30　　（4隋） ��町　　　　　　民 
安　産　学　級　（1） �午後1 、2 �認総合福祉センター 　　　（3隙） ��妊婦とその夫 

6／10 �木 �リ　ハ　ビ　リ　数　寄 �午後l 一一3 �誠総合福祉センタ† 　　　（佃） ��町　　　　　　民 健　　康　　相　　談 �午前9 、一11 �00 30 �町役1線保健婦重 �町　　　　　　民 

授　　体　　教　　室 �午前10 、－11 �00 30 �松倉福祉センター 　　（41瞥） �町　　　　　　民 

6／14 �月 �出　　張　　相　　談 �午前9 、－11 �00 30 �t総合福祉セ∴／ター 　　（4瞞） �町　　　　　　民 
安　産　学　級　（2） �平淡1 ・・－2 �30 00 �抱合温祉セソター 　　（3緒） �妊婦とその夫 

6／15 �金 �北　区　集　団　健　診 �報3 �30 00 �井手納地区児童館 �北　区　区　民 

争　　　嘉手納町役場保健衛生課　℡956－1111（内125）
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ニ辺二辺歯科饉葛篭墟竃競囁膿．t♂

嘉手納町の幼児はむし歯がおおい。という結果が、1歳6ケ月健

診、3歳児健診の歯科健診ででています。乳歯を健康に保つことは、

丈夫な永久歯をつくるキーポイントです。とくに3歳までの歯の健

康状態が決め手となります。二コ二コ歯科健診をうけてむし歯を防

ざましよう。
寸J　粂　1号　1高しけ呂ヒ【⊥1

十∴　∵∴　　＿、て　；・－j

内　盲　ミニ∴　し　迫一　蛭柚　　凶相．拍ミ　一箪jLうー等

1喜一畑畑封り事　‾ソ宗　指　何ぼ」農

場　所　イじ一触にンクー　4椙 蟹等勢

′′予r r＝雪＼）対象：平成10年4月1日～平成11年3月31

＼一　、　′、　〔．：二二　＿／
・，、　　▼　　　こ　、＼　　′

］竃と子のよい歯のコンクール』

二次畜盃のお知らせ

町が実施してしヽる三才児健診においてむし

歯がないといわれた子と母の二次事童を次の

とおり実施しますのでお知らせいたします。

詳細はコザ保健所健康増進課　歯科担当まで

お問い合わせ下さい。

田までに受診した子と母

（母親は永久歯が抜歯されてないこと又むし

歯は治痍済みであること）

日　時：平成11年5月19日までの毎週水曜日

午前8時30分～10時30分まで

場　所：コザ保健所歯科室　℡938－9886

健診日時 �対　　　象　　　者 

H11年5／20（木） �Hl0年3～5月生 �H8年10～12月生 

H11年8／12（木） �H10年6－8月生 �H9年1～3月生 

H11年11／11（木） �H10年9～11月生 �H9年4～6月生 

H12年3／9（木） �H10年12－H11年2月生 �H9年7～9月生 
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広報かでな平成11年5月1日

平成‖年度　　　　　　　隆・：毎・空自衛隊

☆医科・歯科、薬剤糾幹部候補生☆

受付期間／平成11年6月1日（火）～6月25日（金）まで（締切日必着）

注●採用予定丘に

ついては、多少の

賓勤があります。

平成11年よは、医

科幹揮験■生及び

■上自書書■糾幹

蓼鹸1生の煤用予

定はあり士せん。

区　　分 �採用予定人員 �科　別 

陸上　自　衛隊 �約　8　名 �歯科 薬剤科 

海上　自爺隊 �約　4　名 

航空　自衛隊 �約　4　名 

2．採用予定数

3．応募資柏／日本国籍を有し、平成12年4月1日現在歯科幹部候補生については、

24歳以上測未満（昭和46年4月2日以降同51年4月1日までの出生）、薬剤科幹部

候補生については、22歳以上26歳未満（昭和49年4月2日以降同昭和53年4月1

日までの出生）で次の各号の一に談当する者。ただし、学校教育法による大学院

において薬学修士の学位を受けた者にあっては28歳未満とする

4．試　験

（1）試験期日／平成11年7月2日（金）

（2）試験場／全国の主要都市で実施（試験場、受験番号等の細部は別途各人に通

知します。）

（3）試験徳目／筆記試験（医科・歯科受験者には医学に関する問題、薬剤科受験者

には薬学に関する問題）、口述試験（個別面接）及び身体検査

毎）志願吉和の請求・提出先（受付機関）

地方連絡部 �所　　在　　地 �郵便番号 �電話番号 

沖縄連絡部 �那覇市前島3丁目24－1 �純一0016 �098（866）5457 

＊行政和親委員に伊穏宗金さん
このたび、伊患宗金さんが国務

大臣総務庁長官から、行政相談委

員に委嘱されました。

行政相談委員は、住民が毎日の

暮らしの中で感じている役所の仕

事について、苦情や要望を直接受

付け、その解決、実現に務めます。

◇お気軽にご相談下さい。

（嘉手納町字水蓋532番地の1

℡956－3192）

沖縄－ワからのお初らロです

まだの方は、お早めに最寄りの銀行・

農協等で納めてください。

・訂‥◎
☆お問い合わせ／自動車税事務所℡098（879）1627

沖縄県

稲　古　名　大

モノも　堅　荒　城

舌　　　一　朝　円　安　鵜

－12　一一

家内労働者の労働条件の向上と、生活の安

定を一層促進するため、家内労働旬間を実施

しています。

○期　　　間

5月21日（金）～5月31日（月）

○スローガン

「受ける前確透しよう委託の条件」

労働省（沖組労働基準局賃金課）

W・州、■醐・平成11年5月1日広報かでな

▲　嘉手納中学校

▲お兄さんお姉さんへごあいさつ（屋良小）　　　　　▲元気に合唱（嘉手納幼）

金　野　翁　玉

城　島　長　城

智　陽　意　尚　美

照　比　弟　伊　慶　島　田
田

庭　嘉　島　感　盛　袋　原

唯　　　弘　宗　盛　和　仲道　富

金　仲l主　名　草　大　運

護　地　湾　天

文

子

村　村
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比
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の
立
場
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、
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



広報かでな

経済企画庁の調べによると、国民全ての世代にわたって将来

に不安を持っている人が増えているようです。その中でも特

に経済面での将来に不安を持っている人は十数年前よりも全

年代層において増えているそうです。一方、老後生活の不安

の解消のために重要な役割を果たすのが国民年金等の公的年

金なのです。

将来に対する不安の2大要素は経済不安と介護不安です。

中でも経済的不安、つまり老後の生活費に対する不安は、20

歳代においては四割近くの人が不安を持ち、特に40歳代では

6割近くにまで増えています。かえって60歳代の方では4割

一、′・・・・・一・…一‥、）、・′、・・・・・・・・一・・平成11年5月1日

近くまで下がっていますが、間近に迫った老後を実感しての

経験感からでしょうか。

公的年金はなぜ不安の解消になるのでしょうか。一般に人

は就業期に得た収入の一部を貯蓄として貯え、それを引退し

た後の生活に充てます。しかし、人が何歳まで生きられるか

不確実であり、自分の予想した以上に長生きした場合には、

個人の貯蓄だけで対応することはできません。

仮に貯蓄から生じる利息だけで老後の生活を賄おうとすれ

ば、かなり多くの金額を保有しなければならないでしょう。

今の低経済成長において年間の預金利率2％で計算しても、

老後の不安を国民年金で解消

基礎年金相当分を受け取るためには4千万円以上の預金が必

要であり、仮に1％ならば8千万円にもなります。夫婦なら

その倍。これだけの資金を全ての人々が貯蓄することはでき

ません。

公的年金の役割の一つは、いつまで続くか分からない自分

の寿命に対応することです。このように、無期限に生涯にわ

たり年金を受給できる理由は、公的年金が世代間扶養の仕組

みをとっているからです。

また、年金の実質的価値が目減りしないよう、毎年の物価

の上昇に合わせて年金額が改善される仕組みとなっています。

これこそが不安解消の基本であり、私たち現役世代が必ず公

的年金制度に加入することによって安定的な保険集団を構成

し、高齢世代の年金額の改善等に必要な財源を後代が負担し

ているからです。

よく考えてみましょう。国民年金のことを。

＊国民年金についてのお問い合わせは

（町役場住民課内繰147）

鰯轡認診勘当認塾凪

今回は視聴覚室の開放についてのお拓です。

現在、嘉手納町中央公民館3階の視聴覚室におい

て、月～金の数時間、りてソコンルーム（視聴覚室）」

を無料で町内在住の社会人及び町内在職の方々に開

放しています。中央公民館では、素晴らしい環境を

用意して、皆さんのこ利用をお待ちしておりますの

で、是非、多くの方に活用して頂きたいと思います。

なお、現在、遇に4日間は午後10：00まで開放し

ておりますので、お仕事や家事を終えてからのこ利

用も可能です。

特に、

〇号後、中央公民館でのパソコン講座を受けるため

の下準備をされたい方。

0パソコンは有るけれど、自分一人で操作するのは、

ちょっと自信のない方。

0仕事や学業でパソコンを利用したい方。

0インターネットを体験、閲覧したい方。

0どういう風にパソコンを利用したら良いか、悩ん

でいる町内企業の事業主の方々。

開放時間を確認して、お気軽に足を運んでみては

いわヽがですか？

☆毎月の利用可能な時間帯及び利用の際の条件等

の説明雷も、中央公民館囲霊室及び3時視聴覚室

にて配布しております。

嘉手納町中央公民館　　TEL：957－2470

（担当照屋まで）

※中央公民館の事務所は3階から1階（図書室）に

移動しました。

平成11年5月1日し虐・、一肌

▲田囁夫妻（前列）と兄弟子の小渡・知花両氏

広報かでな

楽観藍を盈毘
古典音楽をとおして幅広い活動を続けている本町出身の田場盛事氏が、

この程「沖縄タイムス芸術選賞奨励賞」を受賞。去る3月27日、総合福

祉センターにおいて受賞祝賀会が催され、田囁氏の門下生など多くの関

係者が駆けつけ受賞を祝いました。

同氏は昭和58年に最高賞を受賞、平成2年には野村流師範となり、数々

の公演で演奏を行ったほか、古典苦楽の普及活動にも力を尽くし、古典

書楽界ではその活躍を知られた存在。

受賞した田場氏は「この受賞に恥じぬよう、これからも研さんを重ね、

古典苦楽の普及はもとより、古典苦楽をとおして社会の役に立てるよう

力を尽くしたい。」と今後の抱負を語っていました。

グラウンドゴルフで支流
日頃ボランティアとして活動している皆さんに、交流・親睦の場を提

供しようと、去る3月22日社協主催の「出会い・ふれあいグラウンド
コルフ交流会」が開催されました。

町陸上競技場で行われJここの交流には、子とも合わ、ら老人クラブまで、

世代を問わず21チーム、126人が参加し、グラウンドコルフを楽しみま

した。競技は、団体、個人とも老人クラブが1－3位までを独占。熟年
パワーを貝せつけた結果となりました。

★グラウンドゴルフ成績

☆個人の部

1t勝　矢口念真言　　スコア31

2位　屋比久孟昭　スコア35

3位　手相勝正　　スコア35

※2位、3位はホールインワン軟で決定

☆団体の郡

優勝　老人クラブC

2位　老人クラブB

3イ立　老人クラブA

夜適がはタメ！
少年犯罪の主要な背景となっている「深夜はいかい」を防止する

ことで、少年非行の抑止を園ううと、裏手納警察署では「少年の深

夜はいかい防止総合対策本部」を設置。去る4月2田看板設置式を

行いました。式には嘉手納雪、素手納町、読谷村から関係者約60

人が参カロ。あいさつした宜保隆所長は「悪質な少年犯罪も発生して

おり、少年の深夜はいかいなど、対策に力を入れないといけない時

ムルチタラブがZ連覇
3月7日から4月3日まで兼久海浜公園で行われた、「第24回春

季壮年ソフトボール大会」で、本町から出場していたムルチクラブ

が昨年に続き2連覇を達成。最優秀選手賞に同クラブの喜友名朝信

さんが選ばれるなど、大会では同チームの活躍が目立ちました。

ムルチクラブは現在、会員46人、各種行事への参加など地域への

貢献と奉仕にも力を注いでいます。

手回の優勝で5月に山口県で行われる西日本大会へ県代表として＼－

出場することになった同チーム。「1回戦突破を目指して全員で頑

張ります。」と練習にも一層熱が入っています。

－　4　－
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広報かでな　朋仙

お見事！準　優　勝
二露草納小謡撞

±∴ニ〆↓‥∵∵二㌦l一　　再－．い十品

去る3月28日から30日にかけて、国立代々木体育館（東

京）で行われた第30回全園ミニバスケットポール大会に出

場した、嘉手納小学校ミニバスケットボール部男子チーム

が見事準優勝を果たしました。

全国から予選を勝ち抜いたチームが参加し、熱戦を繰り

平成11年5月1日

マイクロバスカも早熟か

亨年度から、教育委員会に新しいマイクロバスがお目見えし

ました。

これまで使用されていたマイクロバスは、平成元年に購入さ

れ10年が経過。最近では、たびたび故障するなどトラフルもあっ

たため、手回の貰い換えとなりました。

広げたこの大会。幕芋納小チームは、山梨、奈良、香川代表

のチームを下し、決勝へ進出。決勝では福岡県代表の長岡ク

ラブに44対41の僅差で敗れ惜しくも準優勝となりました。

4月20日には、中央公民館で祝勝会も開かれ、あいさつし

たキャプテンの奥問章大君は「（監督の）田場先生はじめ、

父母や地域の皆さんが支えてくれたおかげで、準優勝するこ

とができました。」と試合結果を報告。また田場隆監督は

「（準優勝は）何があってもあきらめずに、みんなで頑張り

続けた結果だと思います。」と選手の健闘を称えました。

教育委員会の皆さんにより安全祈願も行われた新マイクロバ　■

スは、西浜区の児童の登校や、町内の各種行事、各団体の事業

などで、町民の足として活躍することになります。

も⊥」ニ

委嘱状を真相
去る4月15日、教育委員会関連の各種委員会等の委嘱

状交付式が行われ、学校給食共同調理場運営委員など、

21の委員会等の委員に委嘱状が交付されました。

委嘱状を交付した、烏袋正栄教育委員長は「それぞれ、

知力・体力のいる仕事ですが、町の施策の具現化には皆

さんの力が不可欠です。各委員綿密に連携を取り合い、

仕事を進めるよう頑張って下さい。」と委員の皆さんを

激励しました。

平成11年5月1日

お踪み怒しみ
ど∈にい∈うかな円

京引こまったゴールデンウィークですね。

いろいろと7・rLくすごしていった日々の問にホツとひど居ついて

リフレッシュしたいものです。

お休みを利周して、局たかったビデオ、本を楽しむのもいいですね。

ゆっくり休む太い別－うな所へでかけていく人それぞれのゴー

ルデンウっ一夕を送りましょう。

■い小■・■‥小■ト小■・寸やイ・ヰ可トト小■・ヰイ・小やヰイ・ヰイ・イ‥トヰHトヰ■ト中■

・、今月のオススメ本≫

●ドラマ見てましたか？「眠れる森」・毎日が楽しみ「おはなし366」

広報かでな

◇定例第4土曜田

午後1：00～3：00

川村マミのおはなし広場

●グリムなど童話がブーム　　　　　●お母さんに読み聞かせ、せがんでみる？

蒜J言訪う芸芸還買芸門甲圏

≪一般書≫

●淋しがり

藤堂志津子書
●老兵に手を出すな

赤川次郎着
●砂漠の喫茶店

森村誠一書

●棄京セブンロース

井上ひさし著
●楽壱抄～ゆめのしずく～

田辺聖子書

●コスメティック

林真理手書
●トウキヨウ・バク

内山安雄巻
●帰って来た紋次郎

悪女を斬るとき

笹沢左保書

＊ご寄付ありがとうございます

◇社協へ／字嘉手納456番地　仲村渠ヨシ様より

政夫仲村渠信助様の香典返しとして10万円

◇人材育成会へ／読谷村字古堅65－3　比嘉朝盛、

嘉子様より　30万円

燕文倍だシター修彷嘉巧灘

5月

16日　　チャリティーなつメロ歌謡ショー

21－23日　沖縄ベンテコステ大会

30日　　子供の本と児童文化講座

≪絵本・児童吉≫
●ディズニーコールデンコレクション

シリーズ　①～⑳
●世界の名作（9～⑩

●ママとあそばしかけフック

●さかんしやトーマスとゆかいななかま

●平成狸合戦ぽんぽこ

●天空の城ラビュタ

●火垂る墓

田 �月 �火 �水 �木 �金 �土 

1 

2 �3 �4 �5 �6 �7 �8 

9 �10 �11 �12 �13 �14 �15 

16 �17 �18 �19 �20 �21 � 

す �4ム �25 �26 �27 �28 �29 

●火～金曜日

午前9：30～午後6：00
●土・日曜日

（土）午前1030－午後400

（日）午前930－午後400

日 �月 �火 �水 �木 �会 �土． 

1 �2 �3 �4 �5 

6 �7 �8 �9 �10 �11 �12 

13 �14 �15 �16 �17 �18 �1＿9 

20 �21 �22 �23 �24 �25 � 

27 �28 �29 �30 � � � 

≪雑　誌≫
●すてきな奥さん●主婦の友●美しい部屋

●オレンジページ●レタスクラブ●私のカントリー

おしゃれ工房●きょうの料理●たまひよクラブ
●スクリーン●VERY●nOnTnO●With●e’f

●ムー●月刊バスケ、サッカー、テニス、etC

一中央公民館図書－

町長の主な行動（3月16日～4月15日）

3月

17日　外語塾運営委n会

19日　一般質問対策会議

23日　シソポルロード・バーク整

備事業及び基地環境問題に

関する要請（東京へ25日ま

で）

26日　給合計画審議委員会

30日　県雇用開発促進機構理事会

登誠一郎内閣外政審議室長

来訪

－110－一一

年度開始式、辞令・委嘱状
交付式

2日　外語塾入学式
3日　沖縄市政施行25周年記念式

典

5日　子育て支援セソクー開所式

県町村会理事会
8日　比謝川行政事務組合議会
9日　那覇防衛施設局より事業部

長、調整官来訪
11日　沖縄県市町村総合事務組合

海外調査研修

月

日

4
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広報かでな

掛取骨瑠

平成11年5月1日

平成12年4月から
甘7分雷グービスを牽け∂ま丁

／

本人または、本人の家

族が役場の担当窓口に申

請を行います。申矧は在

宅介護支援センターなど、

指定を受けたケアプラン

作成機関や介護保塀の施

設に代行してもらうこと

ができます。

平成11年10月より

在宅サービス

◇訪問介護（ホームヘルプ）

◇訪問入浴

◇訪問リハビリテーション

◇日帰りリハビリテーション

（デイケア）

◇短期入所

（ショートステイ）

町に申請すると、町か　　　コンピューターで

ら依頼された調査員が85　　一次判定を行います。

◇痴呆対応型共同生活介護

（痴呆性老人のグループホーム）

◇有料老人ホーム等における介護

◇福祉用具の貸与・購入費の支給

◇住宅改修費の支給

（手すり、段差の解消など）

－　9　－

平成11年5月1日 広報かでな

昇殿億8，139万6千円に決まる／
予算額20億円余の増／（対前年度）

議会本会議において可決されました。平成11年度一般会計予算は以下のとおりとなります。

＊一人当りの町税負担額

76，311円

＊町民一人に使われる額

602，415円

使われる費用です。

使われる費用です。

る費用です。

策に使われる費用です。

用です。

です。

用の返済に充てるもので

虞人と閲の成人のことで丸

∫素敵町の虞人は珊†鰍などの貞主財源が少なく、その

多く肴屁嬬支出金かとのの庇酬つていさのが好打でれ

鷹人の汚さ1才以下のとおりです。

●町税とは、町の行政運営が円滑に行われるよう、町民から徴収する（一般に税金と

呼ばれる）ものです。

●地方交付税とは、町民から徴収している税金ではまかないきれない部分を、国が負

担するものです。

●国庫支出金とは、使用日的が特定されている、国からの負担金や補助金のことです。

●国有提供施設等所在市町村助成交付金とは、一一般に基地交付金と呼ばれ、米

軍基地、自衛隊基地がある市町村に、基地施設に対する固定資産税に相当する額を国が

負担するものです。

●施設等所在市町村調整交付金とは、米軍資産（ドル資産と呼ばれる合衆国の資

金によって取得された建物、工作物等）に係る固定資産税分を国が負担するものです。

●財産収入とは、町が所有する財産を貸したり、売り払ったりしたことにより生じた

ものです。

－　6　－
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広報かでな　州－

特別会計予算 

○水　道　事　業　　　0下水道事業 

533，835千円　　　　　　　219，830千円 

（前年度比16．9％増）　　（前年度比6．5％増） 

○国民健康保険　　　○老　人　保　健 

1，408，574千円　　　　　1，000，452千円 

（前年度比8．2％増）　　（前年度比18．6％滅） 

一般会計予算主要事業

●マルチメディア関連企業誘致事業

●公営住宅建設事業

●学校施設（小学校講堂・プール）整備事業

●嘉手納タウンセンター開発事業

●道路整備事業

●介護保険事業

●子育て支援センター事業

国民健康保険事業

嘉手納町の国民健康探険は相互扶助の制度と

して、一般会計予算とは別に、「国保税」「国庫

負担金」「一般会計繰入金」などを主な財源と

する『特別会計予井』で運営されています。

今年度、本町の国民健凍保険特別会計の当初

予算額は14位857万4千円となっています。そ

の中で国保加入者が疾病の治療を受けたとき、

町に請求される保険給付費と老人保険拠出金は

12億9，358万6千円で、予算朝の91．84％を占め

ています。これは、高齢化社会が進む現在にお

ける、国保事業の亜要件をものがたっているも

のといえます。

医療費が年々高騰していくなか、本町では、

国保加入者の国保税負担が加重にならないよう

にするため、国民健康保険特別会計へ、一般会

計予符から2臆円余の練入れを行い、また保健

事業として、一般会計予算の老人保健事業と連

携しながら、乳ガン健診、人間ドック、骨粗髭

症検診を実施しています。また、はり・きゅう・

あんまマッサージに対する助成も行い、町民の

「健康のための自助努力」にも寄与しています。

平成11年5月1日

平成凱l毎度苺一帯吏訝予算か3月3日∃の町

農林水産費38．510（0．5％）

○総務費とは、町役場内の全般的な管理のための費用です。

載民生費とは、町民の生活と社会生活の保障（社会福祉等）に

鬱土木費とは、道路、公園の整備や町営住宅の建設・管理等に

さ教育費とは、′J、、中学校や幼稚園の運営、学校建設等、

教育に関するすべてに使われる費用です。

●衛生費とは、町民が健康で衛生的な生活を送るために使われ

●消防費とは、火事はもちろん、救急救命や台風などの災害対

●議会費とは、議会の活動に使われる費用です。

●農林水産業費とは、農業、漁業、林業の振興に使われる費

●商工費とは、商業や工業の振興、観光事業等に使われる費用

●公佑費とは、道路や学校などをつくるために借り入れた費

す。

－　7　－



平成11年5月1日

認定結果通知

一次判定の結果と「かかり

つけ医の意見雷」をもとに総

合的に介護認定審査会で二次

介護認定審査会では介

護の虔合いに応じて6段

階の要介護度を判定しま

す。

…広報かでな

ケアプランにもとついて

要介護認定を受けたら　介護サービスを行います。

ケアマネージャ（介護支

援専門員）に依挿して
「ケアプラン」（介護計

画）をつくり、どのよう

なサービスを受けるか決

めます。（ケアプランは、

本人または家族がつくる

こともできます。）

嘉手納町・読谷村・北谷町

介護認定を共同で行います。

－　8　－
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広報かでな

掛取骨瑠
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●町税とは、町の行政運営が円滑に行われるよう、町民から徴収する（一般に税金と

呼ばれる）ものです。

●地方交付税とは、町民から徴収している税金ではまかないきれない部分を、国が負

担するものです。

●国庫支出金とは、使用日的が特定されている、国からの負担金や補助金のことです。

●国有提供施設等所在市町村助成交付金とは、一一般に基地交付金と呼ばれ、米

軍基地、自衛隊基地がある市町村に、基地施設に対する固定資産税に相当する額を国が

負担するものです。

●施設等所在市町村調整交付金とは、米軍資産（ドル資産と呼ばれる合衆国の資

金によって取得された建物、工作物等）に係る固定資産税分を国が負担するものです。
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広報かでな　朋仙

お見事！準　優　勝
二露草納小謡撞

±∴ニ〆↓‥∵∵二㌦l一　　再－．い十品

去る3月28日から30日にかけて、国立代々木体育館（東

京）で行われた第30回全園ミニバスケットポール大会に出

場した、嘉手納小学校ミニバスケットボール部男子チーム

が見事準優勝を果たしました。

全国から予選を勝ち抜いたチームが参加し、熱戦を繰り

平成11年5月1日

マイクロバスカも早熟か

亨年度から、教育委員会に新しいマイクロバスがお目見えし

ました。

これまで使用されていたマイクロバスは、平成元年に購入さ

れ10年が経過。最近では、たびたび故障するなどトラフルもあっ

たため、手回の貰い換えとなりました。

広げたこの大会。幕芋納小チームは、山梨、奈良、香川代表

のチームを下し、決勝へ進出。決勝では福岡県代表の長岡ク

ラブに44対41の僅差で敗れ惜しくも準優勝となりました。

4月20日には、中央公民館で祝勝会も開かれ、あいさつし

たキャプテンの奥問章大君は「（監督の）田場先生はじめ、

父母や地域の皆さんが支えてくれたおかげで、準優勝するこ

とができました。」と試合結果を報告。また田場隆監督は

「（準優勝は）何があってもあきらめずに、みんなで頑張り

続けた結果だと思います。」と選手の健闘を称えました。

教育委員会の皆さんにより安全祈願も行われた新マイクロバ　■

スは、西浜区の児童の登校や、町内の各種行事、各団体の事業

などで、町民の足として活躍することになります。

も⊥」ニ

委嘱状を真相
去る4月15日、教育委員会関連の各種委員会等の委嘱

状交付式が行われ、学校給食共同調理場運営委員など、

21の委員会等の委員に委嘱状が交付されました。

委嘱状を交付した、烏袋正栄教育委員長は「それぞれ、

知力・体力のいる仕事ですが、町の施策の具現化には皆

さんの力が不可欠です。各委員綿密に連携を取り合い、

仕事を進めるよう頑張って下さい。」と委員の皆さんを

激励しました。

平成11年5月1日

お踪み怒しみ
ど∈にい∈うかな円

京引こまったゴールデンウィークですね。

いろいろと7・rLくすごしていった日々の問にホツとひど居ついて

リフレッシュしたいものです。

お休みを利周して、局たかったビデオ、本を楽しむのもいいですね。

ゆっくり休む太い別－うな所へでかけていく人それぞれのゴー

ルデンウっ一夕を送りましょう。

■い小■・■‥小■ト小■・寸やイ・ヰ可トト小■・ヰイ・小やヰイ・ヰイ・イ‥トヰHトヰ■ト中■

・、今月のオススメ本≫

●ドラマ見てましたか？「眠れる森」・毎日が楽しみ「おはなし366」

広報かでな

◇定例第4土曜田

午後1：00～3：00

川村マミのおはなし広場

●グリムなど童話がブーム　　　　　●お母さんに読み聞かせ、せがんでみる？

蒜J言訪う芸芸還買芸門甲圏

≪一般書≫

●淋しがり

藤堂志津子書
●老兵に手を出すな

赤川次郎着
●砂漠の喫茶店

森村誠一書

●棄京セブンロース

井上ひさし著
●楽壱抄～ゆめのしずく～

田辺聖子書

●コスメティック

林真理手書
●トウキヨウ・バク

内山安雄巻
●帰って来た紋次郎

悪女を斬るとき

笹沢左保書

＊ご寄付ありがとうございます

◇社協へ／字嘉手納456番地　仲村渠ヨシ様より

政夫仲村渠信助様の香典返しとして10万円

◇人材育成会へ／読谷村字古堅65－3　比嘉朝盛、

嘉子様より　30万円

燕文倍だシター修彷嘉巧灘

5月

16日　　チャリティーなつメロ歌謡ショー

21－23日　沖縄ベンテコステ大会

30日　　子供の本と児童文化講座

≪絵本・児童吉≫
●ディズニーコールデンコレクション

シリーズ　①～⑳
●世界の名作（9～⑩

●ママとあそばしかけフック

●さかんしやトーマスとゆかいななかま

●平成狸合戦ぽんぽこ

●天空の城ラビュタ

●火垂る墓

田 �月 �火 �水 �木 �金 �土 

1 

2 �3 �4 �5 �6 �7 �8 

9 �10 �11 �12 �13 �14 �15 

16 �17 �18 �19 �20 �21 � 

す �4ム �25 �26 �27 �28 �29 

●火～金曜日

午前9：30～午後6：00
●土・日曜日

（土）午前1030－午後400

（日）午前930－午後400

日 �月 �火 �水 �木 �会 �土． 

1 �2 �3 �4 �5 

6 �7 �8 �9 �10 �11 �12 

13 �14 �15 �16 �17 �18 �1＿9 

20 �21 �22 �23 �24 �25 � 

27 �28 �29 �30 � � � 

≪雑　誌≫
●すてきな奥さん●主婦の友●美しい部屋

●オレンジページ●レタスクラブ●私のカントリー

おしゃれ工房●きょうの料理●たまひよクラブ
●スクリーン●VERY●nOnTnO●With●e’f

●ムー●月刊バスケ、サッカー、テニス、etC

一中央公民館図書－

町長の主な行動（3月16日～4月15日）

3月

17日　外語塾運営委n会

19日　一般質問対策会議

23日　シソポルロード・バーク整

備事業及び基地環境問題に

関する要請（東京へ25日ま

で）

26日　給合計画審議委員会

30日　県雇用開発促進機構理事会

登誠一郎内閣外政審議室長

来訪

－110－一一

年度開始式、辞令・委嘱状
交付式

2日　外語塾入学式
3日　沖縄市政施行25周年記念式

典

5日　子育て支援セソクー開所式

県町村会理事会
8日　比謝川行政事務組合議会
9日　那覇防衛施設局より事業部

長、調整官来訪
11日　沖縄県市町村総合事務組合

海外調査研修

月

日

4

　

1



広報かでな

経済企画庁の調べによると、国民全ての世代にわたって将来

に不安を持っている人が増えているようです。その中でも特

に経済面での将来に不安を持っている人は十数年前よりも全

年代層において増えているそうです。一方、老後生活の不安

の解消のために重要な役割を果たすのが国民年金等の公的年

金なのです。

将来に対する不安の2大要素は経済不安と介護不安です。

中でも経済的不安、つまり老後の生活費に対する不安は、20

歳代においては四割近くの人が不安を持ち、特に40歳代では

6割近くにまで増えています。かえって60歳代の方では4割

一、′・・・・・一・…一‥、）、・′、・・・・・・・・一・・平成11年5月1日

近くまで下がっていますが、間近に迫った老後を実感しての

経験感からでしょうか。

公的年金はなぜ不安の解消になるのでしょうか。一般に人

は就業期に得た収入の一部を貯蓄として貯え、それを引退し

た後の生活に充てます。しかし、人が何歳まで生きられるか

不確実であり、自分の予想した以上に長生きした場合には、

個人の貯蓄だけで対応することはできません。

仮に貯蓄から生じる利息だけで老後の生活を賄おうとすれ

ば、かなり多くの金額を保有しなければならないでしょう。

今の低経済成長において年間の預金利率2％で計算しても、

老後の不安を国民年金で解消

基礎年金相当分を受け取るためには4千万円以上の預金が必

要であり、仮に1％ならば8千万円にもなります。夫婦なら

その倍。これだけの資金を全ての人々が貯蓄することはでき

ません。

公的年金の役割の一つは、いつまで続くか分からない自分

の寿命に対応することです。このように、無期限に生涯にわ

たり年金を受給できる理由は、公的年金が世代間扶養の仕組

みをとっているからです。

また、年金の実質的価値が目減りしないよう、毎年の物価

の上昇に合わせて年金額が改善される仕組みとなっています。

これこそが不安解消の基本であり、私たち現役世代が必ず公

的年金制度に加入することによって安定的な保険集団を構成

し、高齢世代の年金額の改善等に必要な財源を後代が負担し

ているからです。

よく考えてみましょう。国民年金のことを。

＊国民年金についてのお問い合わせは

（町役場住民課内繰147）

鰯轡認診勘当認塾凪

今回は視聴覚室の開放についてのお拓です。

現在、嘉手納町中央公民館3階の視聴覚室におい

て、月～金の数時間、りてソコンルーム（視聴覚室）」

を無料で町内在住の社会人及び町内在職の方々に開

放しています。中央公民館では、素晴らしい環境を

用意して、皆さんのこ利用をお待ちしておりますの

で、是非、多くの方に活用して頂きたいと思います。

なお、現在、遇に4日間は午後10：00まで開放し

ておりますので、お仕事や家事を終えてからのこ利

用も可能です。

特に、

〇号後、中央公民館でのパソコン講座を受けるため

の下準備をされたい方。

0パソコンは有るけれど、自分一人で操作するのは、

ちょっと自信のない方。

0仕事や学業でパソコンを利用したい方。

0インターネットを体験、閲覧したい方。

0どういう風にパソコンを利用したら良いか、悩ん

でいる町内企業の事業主の方々。

開放時間を確認して、お気軽に足を運んでみては

いわヽがですか？

☆毎月の利用可能な時間帯及び利用の際の条件等

の説明雷も、中央公民館囲霊室及び3時視聴覚室

にて配布しております。

嘉手納町中央公民館　　TEL：957－2470

（担当照屋まで）

※中央公民館の事務所は3階から1階（図書室）に

移動しました。

平成11年5月1日し虐・、一肌

▲田囁夫妻（前列）と兄弟子の小渡・知花両氏

広報かでな

楽観藍を盈毘
古典音楽をとおして幅広い活動を続けている本町出身の田場盛事氏が、

この程「沖縄タイムス芸術選賞奨励賞」を受賞。去る3月27日、総合福

祉センターにおいて受賞祝賀会が催され、田囁氏の門下生など多くの関

係者が駆けつけ受賞を祝いました。

同氏は昭和58年に最高賞を受賞、平成2年には野村流師範となり、数々

の公演で演奏を行ったほか、古典苦楽の普及活動にも力を尽くし、古典

書楽界ではその活躍を知られた存在。

受賞した田場氏は「この受賞に恥じぬよう、これからも研さんを重ね、

古典苦楽の普及はもとより、古典苦楽をとおして社会の役に立てるよう

力を尽くしたい。」と今後の抱負を語っていました。

グラウンドゴルフで支流
日頃ボランティアとして活動している皆さんに、交流・親睦の場を提

供しようと、去る3月22日社協主催の「出会い・ふれあいグラウンド
コルフ交流会」が開催されました。

町陸上競技場で行われJここの交流には、子とも合わ、ら老人クラブまで、

世代を問わず21チーム、126人が参加し、グラウンドコルフを楽しみま

した。競技は、団体、個人とも老人クラブが1－3位までを独占。熟年
パワーを貝せつけた結果となりました。

★グラウンドゴルフ成績

☆個人の部

1t勝　矢口念真言　　スコア31

2位　屋比久孟昭　スコア35

3位　手相勝正　　スコア35

※2位、3位はホールインワン軟で決定

☆団体の郡

優勝　老人クラブC

2位　老人クラブB

3イ立　老人クラブA

夜適がはタメ！
少年犯罪の主要な背景となっている「深夜はいかい」を防止する

ことで、少年非行の抑止を園ううと、裏手納警察署では「少年の深

夜はいかい防止総合対策本部」を設置。去る4月2田看板設置式を

行いました。式には嘉手納雪、素手納町、読谷村から関係者約60

人が参カロ。あいさつした宜保隆所長は「悪質な少年犯罪も発生して

おり、少年の深夜はいかいなど、対策に力を入れないといけない時

ムルチタラブがZ連覇
3月7日から4月3日まで兼久海浜公園で行われた、「第24回春

季壮年ソフトボール大会」で、本町から出場していたムルチクラブ

が昨年に続き2連覇を達成。最優秀選手賞に同クラブの喜友名朝信

さんが選ばれるなど、大会では同チームの活躍が目立ちました。

ムルチクラブは現在、会員46人、各種行事への参加など地域への

貢献と奉仕にも力を注いでいます。

手回の優勝で5月に山口県で行われる西日本大会へ県代表として＼－

出場することになった同チーム。「1回戦突破を目指して全員で頑

張ります。」と練習にも一層熱が入っています。

－　4　－
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広報かでな平成11年5月1日

平成‖年度　　　　　　　隆・：毎・空自衛隊

☆医科・歯科、薬剤糾幹部候補生☆

受付期間／平成11年6月1日（火）～6月25日（金）まで（締切日必着）

注●採用予定丘に

ついては、多少の

賓勤があります。

平成11年よは、医

科幹揮験■生及び

■上自書書■糾幹

蓼鹸1生の煤用予

定はあり士せん。

区　　分 �採用予定人員 �科　別 

陸上　自　衛隊 �約　8　名 �歯科 薬剤科 

海上　自爺隊 �約　4　名 

航空　自衛隊 �約　4　名 

2．採用予定数

3．応募資柏／日本国籍を有し、平成12年4月1日現在歯科幹部候補生については、

24歳以上測未満（昭和46年4月2日以降同51年4月1日までの出生）、薬剤科幹部

候補生については、22歳以上26歳未満（昭和49年4月2日以降同昭和53年4月1

日までの出生）で次の各号の一に談当する者。ただし、学校教育法による大学院

において薬学修士の学位を受けた者にあっては28歳未満とする

4．試　験

（1）試験期日／平成11年7月2日（金）

（2）試験場／全国の主要都市で実施（試験場、受験番号等の細部は別途各人に通

知します。）

（3）試験徳目／筆記試験（医科・歯科受験者には医学に関する問題、薬剤科受験者

には薬学に関する問題）、口述試験（個別面接）及び身体検査

毎）志願吉和の請求・提出先（受付機関）

地方連絡部 �所　　在　　地 �郵便番号 �電話番号 

沖縄連絡部 �那覇市前島3丁目24－1 �純一0016 �098（866）5457 

＊行政和親委員に伊穏宗金さん
このたび、伊患宗金さんが国務

大臣総務庁長官から、行政相談委

員に委嘱されました。

行政相談委員は、住民が毎日の

暮らしの中で感じている役所の仕

事について、苦情や要望を直接受

付け、その解決、実現に務めます。

◇お気軽にご相談下さい。

（嘉手納町字水蓋532番地の1

℡956－3192）

沖縄－ワからのお初らロです

まだの方は、お早めに最寄りの銀行・

農協等で納めてください。

・訂‥◎
☆お問い合わせ／自動車税事務所℡098（879）1627

沖縄県

稲　古　名　大

モノも　堅　荒　城

舌　　　一　朝　円　安　鵜

－12　一一

家内労働者の労働条件の向上と、生活の安

定を一層促進するため、家内労働旬間を実施

しています。

○期　　　間

5月21日（金）～5月31日（月）

○スローガン

「受ける前確透しよう委託の条件」

労働省（沖組労働基準局賃金課）

W・州、■醐・平成11年5月1日広報かでな

▲　嘉手納中学校

▲お兄さんお姉さんへごあいさつ（屋良小）　　　　　▲元気に合唱（嘉手納幼）

金　野　翁　玉

城　島　長　城

智　陽　意　尚　美

照　比　弟　伊　慶　島　田
田

庭　嘉　島　感　盛　袋　原

唯　　　弘　宗　盛　和　仲道　富

金　仲l主　名　草　大　運

護　地　湾　天

文

子
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と
し
て
、

み
な
さ
ん
（
新
一
年
生
）
　
に
、
い
ろ
ん

な
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
ま
す
。
心
配
し

な
い
で
勉
強
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
」

と
新
一
年
生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

月
か
ら
新
し
い
学
園
生
活
を
始
め
ま
し

た。
今
年
、
双
子
五
組
が
同
時
に
入
学
し

話
題
と
な
っ
た
、
嘉
手
納
小
学
校
で
は
、

増
一
誌
教
職
員
異
動

☆
退
職
・
転
出

濁
庫
御
前
脛
一

花
　
城
　
清
　
昌
（
普
天
間
高
へ
）

具
志
堅
　
宏
　
清
（
与
勝
高
へ
）

崎
　
浜
　
智
恵
子
（
北
農
へ
）

大
　
城
　
　
　
昇
（
退
職
）

津
嘉
山
　
桂
　
子
（
浦
工
へ
）

上
江
洲
　
正
　
人
（
宮
工
へ
）

古
波
津

武
　
官

新
　
里

比
　
嘉

長
　
嶺

博

代
（
富
里
小
へ
）

子
（
高
原
小
へ
）

子
（
古
堅
小
へ
）

子
（
中
の
町
中
へ
）

子
（
城
前
小
へ
）

倍
（
室
川
小
へ
）

美
（
赤
道
小
へ
）

†
聾
千
綿
小
学
校

諸
兄
里
涼
子

崎
原
　
恒
子

亀
島
　
尚
美

潮
平
　
里
美

新
星
む
つ
き

楠
本
　
和
則

松
田
　
涼
子

松
堂
　
直
美

玉
城
　
尚
美

伊
礼
美
代
子

美
由
紀
（
美
里
小
へ
）

聖

子
（
美
東
小
へ
）

繁
（
久
米
島
高
へ
）

男
（
具
志
川
高
へ
）

夫
（
北
中
城
高
へ
）

信
（
与
勝
高
へ
）

子
（
退
職
）

保
（
泊
高
へ
）

夫
（
北
中
城
苺
へ
）

新
　
垣
　
あ
ゆ
み
（
沖
工
へ
）

渡
嘉
敷

埼
　
浜

枝
（
美
咲
弟
へ
）

秀
（
名
護
高
へ
）

摩

椋

高
江
洲
一
　
栄
（
退
臆
）

雷
　
村
　
朝
　
之
（
桑
江
中
へ
）

斥
良
小
学
校
■

嘉
手
納
小
学
校
“

（
渡
慶
次
小
へ
）

炒邦秦

子
（
赤
道
小
へ
）

子
（
大
山
小
へ
）

子
（
上
原
小
へ
）

守
　
栄
（
退
職
）

悦
　
子
（
コ
ザ
小
へ
）

☆
転
入
・
新
任

廃
寺
納
高
校

大
嶺
　
和
男

書
友
名
奈
利
子

宮
城
富
美
子

玉
城
　
秦
二

久
田
　
友
紀

花
城
　
秀
美

上
原
恵
理
子

大
域
　
妙
子

翁
長
　
園
子

土
地
か
や
の

餞
波
　
　
寛

上
運
天
美
都
子

玉
城
　
健
治

嘉
手
納
中
学
校

森
山
　
政
和

井
上
　
美
香

瑞
慶
覧
　
剛

屋
良
小
学
腐

照

崖

一

男

高
島
佐
代
子

照
足
　
俊
子

真
壁
美
枝
子

中
川
　
和
充

金
城
　
　
治

上
唐
八
重
子

前
川
　
　
等

屋
宜
美
由
紀

山
城
　
邦
子

ヒ
江
洲
国
枝

天
久
美
組
子

古
堅
す
が
子

福
原
　
　
聡

高
江
洲
道
代

友
等
　
勝
也

照
尾
　
雄
孝

知
念
エ
ミ
7

比
嘉
　
美
鈴

稲
嶺
　
春
美

申
せ
申
せ
車
中
車
中
車
中
車

教
育
委
員
長
に

島
袋
正
栄
氏
が
再
任

二
期
目
の
教
育
委
貝
を
拝
命
し
、
重

責
を
感
じ
て
い
ま
す
。
よ
り
充
実
し
た

活
動
を
目
標
に
、
頑
張
り
た
い
と
心
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
に
は

比
嘉
紀
子
氏

P
T
A
活
動
で
の
経
験
な
ど
も
生
か

し
な
が
ら
、
女
性
と
し
て
母
親
の
立
場

か
ら
、
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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高嶺政助収入役　　　　　　山口柴三郎助役

▲　入塾証書の授与

－　2　－

平成11年5月1日

集団検診等日程表
（平成11年5月16日～平成11年6月15日）

月FI �縫目 �内　　　　　容 �受付時間 ��場　　　　所 �該　当　者 

5／却 �木 �睦　　煉　　相　　談 �午那19 一一11 �00 30 �町投書欄日割暢室 �町　　　　　　民 
リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午後1 一・一3 �30 30 �」除合福祉センター 　　（4帖） �町　　　　　　民 

操　　体　　教　　室 �午前10 ・一一日 �00 30 �稔合福祉センター 　　（4帖） �町　　　　　　民 ‾＝コニコ歯科健診（1） �宇検1 �15 30 �投合馳セソター �平8nO和月、5月生 

・一一l ��（3陪） �平曲申10月、12月生 

5／21 �金 �1歳6か月児健診（l） �午挨1 　一一2 �00 00 �振合福祉センター 　　（3陪） �平成　9　年 9月～10月年＿ 

5／24 �月 �出　　張　　相　　談 �午前9 一・一11 �（町日陰合福祉センター 302　　（4膳） ��町　　　　　　民 

5／罰 �水 �西区婦人がん健診 �午後1 、3 �30 30 �j総合福祉センター 　　（4賭） �町　　　　　　民 

5／訂 �木 �リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午後1 一一3 �30 30 �≡総合福祉セソクー 　　（4賭） �町　　　　　　民 
軽　　焼　　相　　談 �午前9 一一11 �00 30 �く　町役場保健婦室 �町　　　　　　民 

媒　　体　　教　　室 �午前10 ・－11 �霊1稔合福祉七∴／タ‾ 　　　（4緒） ��町　　　　　　民 

日本脳炎予防接種（l） �午後1 ・・－1 �（X） 30 �総合福祉七∴／ター 　　（3緒） �3－児、71■ 6か月：未■児 

6／1 �火 �東区砧血圧相談 �午前9 、・11 �00 00 �東区コミュニティー セ：／ク　ー �束　区　区　民 

一号／2 �些 �東区高脂血相談 �i午聖貝 �（X〉 00 �東区コミュニティー セ　ン′　タ　ー �東　区　区　民 

6／3 �木 �リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午後1 一・一3 �30 30 �抱合福祉センター 　　（4陪） �町　　　　　　民 牡　　鹿　　相　　談 �午前9 －－11 �00 30 �町役】轟t東経婦室 �町　　　　　　民 

援　　体　　教　　室 �午机10 ・・一一Il �00 30 �稔合福祉センター 　　（4賭） �町　　　　　　民 

6／7 �月 �出　　張　　相　　談 �午的9 、一Il �00振合福祉センター 30　　（4隋） ��町　　　　　　民 
安　産　学　級　（1） �午後1 、2 �認総合福祉センター 　　　（3隙） ��妊婦とその夫 

6／10 �木 �リ　ハ　ビ　リ　数　寄 �午後l 一一3 �誠総合福祉センタ† 　　　（佃） ��町　　　　　　民 健　　康　　相　　談 �午前9 、一11 �00 30 �町役1線保健婦重 �町　　　　　　民 

授　　体　　教　　室 �午前10 、－11 �00 30 �松倉福祉センター 　　（41瞥） �町　　　　　　民 

6／14 �月 �出　　張　　相　　談 �午前9 、－11 �00 30 �t総合福祉セ∴／ター 　　（4瞞） �町　　　　　　民 
安　産　学　級　（2） �平淡1 ・・－2 �30 00 �抱合温祉セソター 　　（3緒） �妊婦とその夫 

6／15 �金 �北　区　集　団　健　診 �報3 �30 00 �井手納地区児童館 �北　区　区　民 

争　　　嘉手納町役場保健衛生課　℡956－1111（内125）

広報かでな

P（？C’Cl e－〔’〔1（、’（、・．、’・‥・．1、r C、＼、1・■’l．、’ミ、1（、し・、’l‥・、、l二、、、－l．’、l、－〔’・、、（、lニーで’1ご1「1C1（’1（、－r P P

ニ辺二辺歯科饉葛篭墟竃競囁膿．t♂

嘉手納町の幼児はむし歯がおおい。という結果が、1歳6ケ月健

診、3歳児健診の歯科健診ででています。乳歯を健康に保つことは、

丈夫な永久歯をつくるキーポイントです。とくに3歳までの歯の健

康状態が決め手となります。二コ二コ歯科健診をうけてむし歯を防

ざましよう。
寸J　粂　1号　1高しけ呂ヒ【⊥1

十∴　∵∴　　＿、て　；・－j

内　盲　ミニ∴　し　迫一　蛭柚　　凶相．拍ミ　一箪jLうー等

1喜一畑畑封り事　‾ソ宗　指　何ぼ」農

場　所　イじ一触にンクー　4椙 蟹等勢

′′予r r＝雪＼）対象：平成10年4月1日～平成11年3月31

＼一　、　′、　〔．：二二　＿／
・，、　　▼　　　こ　、＼　　′

］竃と子のよい歯のコンクール』

二次畜盃のお知らせ

町が実施してしヽる三才児健診においてむし

歯がないといわれた子と母の二次事童を次の

とおり実施しますのでお知らせいたします。

詳細はコザ保健所健康増進課　歯科担当まで

お問い合わせ下さい。

田までに受診した子と母

（母親は永久歯が抜歯されてないこと又むし

歯は治痍済みであること）

日　時：平成11年5月19日までの毎週水曜日

午前8時30分～10時30分まで

場　所：コザ保健所歯科室　℡938－9886

健診日時 �対　　　象　　　者 

H11年5／20（木） �Hl0年3～5月生 �H8年10～12月生 

H11年8／12（木） �H10年6－8月生 �H9年1～3月生 

H11年11／11（木） �H10年9～11月生 �H9年4～6月生 

H12年3／9（木） �H10年12－H11年2月生 �H9年7～9月生 

山
口
柴
三
郎
助
役
、
　
‥

「
高
嶺
政
助
収
入
役
三
期
日
へ

先
に
行
わ
れ
た
三
月
定
例
議
会
で
、
全
会
．
政
の
承
認
を
受
け
、

山
口
柴
三
郎
助
役
と
高
嶺
政
助
収
入
役
が
、
引
き
続
き
町
政
運
営

に
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
期
日
と
な
る
今
回
の
就
任
に
臨
み
、
山
口
助
役
は
「
二
－
た
び

の
推
挙
を
い
た
だ
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
決
意
も
新

た
に
、
．
意
専
心
、
町
勢
発
展
の
た
め
、
ま
た
タ
ウ
ソ
セ
ン
タ
ー

構
築
に
向
け
、
一
層
の
努
力
を
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。
」
　
と
語
り
、

ま
た
高
嶺
収
入
役
は
「
今
は
ま
さ
に
、
町
の
転
換
期
と
な
り
う
る

大
事
な
時
期
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
八
年
間
の
経

験
を
生
か
し
て
町
長
を
補
佐
し
、
職
務
を
全
う
で
き
る
よ
う
柄
一

杯
頑
張
り
ま
す
。
」
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

値
儲
隊
胸
像
瀞

昨
年
、
内
外
か
ら
注
目
を
浴
び
る
な
か
設
立
さ

れ
た
「
嘉
手
納
町
立
嘉
手
納
外
語
塾
」
　
の
第
二
回

入
学
式
が
、
四
月
二
日
、
軍
用
地
等
地
主
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
入
学
し
た
の
は
、
一
月
と
三
月
に
行
わ
れ

た
入
学
試
験
に
合
格
し
た
十
二
人
。
式
に
は
在
校

生
を
は
じ
め
、
新
入
生
の
父
母
や
関
係
者
ら
多
数

が
出
席
し
ま
し
た
。

式
で
塾
長
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
宮
城
町
長
は

言
川
‥
弓
埼
”
雄
鳥
悠
烏
鵠
錮
組
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
悪
霊
悪
霊

志
と
努
力
は
、
必
ず
成
果
を
生
み
出
し
ま
す
。
今

日
を
期
に
強
い
意
志
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
」

と
新
入
生
を
激
励
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
、
嘉
手
納
基
地

第
十
八
支
援
群
司
令
官
の
ウ
イ
リ
ア
ム
　
プ
レ
ッ

ソ
ー
大
佐
は
、
「
ワ
ー
ル
ド
　
オ
プ
　
ラ
ソ
ゲ
ー
ジ

（
言
葉
の
世
界
）
」
　
と
い
う
英
語
の
本
、
十
五
冊

を
塾
生
に
プ
レ
ゼ
ソ
ト
、
「
会
話
を
と
お
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
は
信
綾
を
生
み
出
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
語
学
を
学
ぶ
こ
と
は
、
国
際
化
と
い
う

枠
組
み
の
中
で
、
地
域
に
い
ろ
ん
な
意
味
で
の
利

益
を
も
た
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
」
　
と
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
じ
く
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
外
務

省
押
隠
事
務
所
副
所
長
の
松
永
大
介
氏
は
、
キ
ロ

ロ
の
　
「
未
来
へ
」
　
の
歌
詞
に
な
ぞ
ら
え
て
新
入
生

を
激
励
し
ま
し
た
。

ト
二
人
の
新
入
生
は
こ
れ
か
ら
二
年
間
、
英
語

を
中
心
に
、
中
国
語
、
バ
ソ
コ
ソ
を
学
ん
で
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

藤梯僻⑪聯操藤正打賂僻掛掛0000000000払僻地修

『
ひ
ま
わ
り
』

子
を
持
つ
母
親
の
育
児
不
安
の
解
消

や
、
親
子
、
あ
る
い
は
子
供
ど
う
し
の

交
流
の
場
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
、
設

匠
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
、
「
嘉

手
納
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
1
『
ひ
ま

わ
り
』
」
　
が
、
今
年
度
か
ら
開
所
の
運

び
と
な
り
、
去
る
四
月
五
日
、
開
所
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

支
援
セ
ソ
ク
ー
『
ひ
ま
わ
り
』
（
旧

第
一
保
育
所
）
　
で
行
わ
れ
た
開
所
式
に

は
、
第
．
一
保
育
所
の
四
歳
児
の
み
ん
な

も
駆
け
つ
け
、
唄
と
踊
り
を
披
遷
し
、

式
典
に
準
を
添
え
ま
し
た
。

式
辞
を
述
べ
た
宮
城
町
良
は
「
核
家

族
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て
に

関
す
る
悩
み
も
増
し
て
い
る
と
開
き
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
た

が
オ
ー
プ
ン

め
に
こ
の
施
設
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

父
母
の
皆
さ
ん
に
は
、
家
庭
で
の
教

育
・
子
育
て
の
重
要
性
を
認
威
し
た
上

で
、
こ
の
施
設
を
活
用
し
、
よ
り
充
実

し
た
育
児
を
お
こ
な
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
」
　
と
話
し
ま
し
た
。



平成11年5月1日 広報かでな

平成11年度町営住宅補充入居申込者募集

1．補充入居者募集町営住宅

名　　称 �位　　E �棟 �間取り �家　　　賃 �面積 

嘉手納町 屋良町営住宅 �嘉手納町字足長 　666 �A・B �3DK �13，700－30，200円 �50．4nf 

C �3DK �14，200～31，100円 �51．11が 

嘉手納町 水釜第二町営住宅 �嘉手納町水釜 6－14－1 �A �3DK �19，700～43，200円 �65．9nf 

B・C・D �3DK �19，900－43，800円 �65．9nf 

2．申込資格者（入居者資格）

（》町内に現に住所を有する者

②現に同居し、又は同居しようとする親族（婚姻の予

約者等を含む）があること。

③公営住宅法施行令第1条第3号の規定により算出し

た収入額（詳細は募集のしおり参照）が次の基準内

であること。
一　　般　　　　　　200，000円以下

高齢者・障害者等　　268．∝）0円以下

（詳細は募集のしおり参照）

（む現に住宅に困窮していることが明らかな者

3．申込期間

平成11年6月15日（火）～平成11年6月28日（月）

午前8：30～11：30　午後1：（氾～4：30

（但し、土・日・祝祭日を除く）

4．申込方法（詳細は募集のしおり参照）

申込期間内に「町営住宅入居申込書」に必要書類を

添付して嘉手納町役場都市建設課用地係に掟出して下

さい。但し、畜類不備があれば失格になりますのでご

注意下さい。

5．選考方法

書顆審査及び実態調査によって入居者資格があると

認定された申込者に対し抽選会開催通知を発送し、抽

選会に参加した者の入居腑位を抽選で決定します。こ

の入居順位は翌年度の入居順位決定日まで有効です。

但し、抽選会に参加しなかった者は失格になります。

6．入居時期

抽選会の翌日以降に空家が発生すれば、入居順位に

従い町営住宅入居決定通知苔を該当者に送付します。

10日以内に連帯保証人2人の連署した請書の投出及び

敷金（家賃の3ケ月分）の納付をすれば入居可能です。

但し、空家の発生が少なければ、入居できない場合が

ありますのでご了承下さい。

※募集のしおり配布及び問い合わせ先

嘉手納町役場都市建設課用地係（庁舎3階）

嘉手納町字嘉手納588番地

電話　956－1111（内線335）
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平成11年（5月11日”20日）

●運動の重点●

子供と高齢者の交通事故防止

シートベルト着用徹底とチャイルドシートの着用促進

●運動のスローガン

「小さな事　大きくみせて　わたろうよ」

●平成11年度沖糾交通安全年間スローガン

「マナーが光るゆずりあい心のゆとりで事故はゼロ」

平成12年4月、嘉手納町に開設予定の電話に

よるパソコソコソサルティソグ要員の募集がい

よいよ7月1日より開始されます。

詳しい内容については広報6月号にてご案内い

たします。

尚、採用についてのお問い合せは、7月1日

以降とさせて頂きますので、ご了承ください。

＊お問い合せ窓口：コレクトコール106

TEL：03（3255）9801

PCテクノロジー株式会社総務部（担当：野沢、田沼）

－14－


